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【削減状況の自己評価】

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

4,258

① 国立療養所邑久光明園

ベンチマーク指標ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

本票作成

事業の
概　要

部署名：

番号

基準年度

目標削減率

120.7 107.7

目標達成

分類
コード

ｔCO2

年度)

目標年度
原単位当たり排出量

未達達成

国立療養所邑久光明園
701-4593

瀬戸内市邑久町虫明６２５３

事務部会計課施設管理班

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

県内の
主　な
工場等

瀬戸内市邑久町虫明６２５３

ｔCO2

4,258

ｔCO2

業種名：医療業

ハンセン病療養所、入所者：１４５人、職員数２８４人

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

① 国立療養所邑久光明園

台）

③CO2換算3,000t以上

ｔCO2

ｔCO2

（●工場等の数 1 所 ●車両台数（②該当の場合）

)年度排出量

27平成

5.0

25

）年度排出量

ｔCO2

4,030

）年度

箇年度）

△ 6.3

年度)

延床面積

目標削減計画に添って機器の更新を実施し、平成２５年２月に冷温水発生器（１２０ＵＳＲＴ）の高
効率への更新を行った。また、照明設備の順次ＬＥＤ照明への更新、平成２５年２月にボイラー台数
制御装置を省エネルギー型に更新し、前年度比では１．４％の排出量の削減になったが、不要建物の
解体に伴い延床面積が基準年度比で約５．１％減少、平成２４年３月の給食棟（電化厨房）新築に伴
う電気使用量の増加、不自由者棟の共用部分（廊下）の冷暖房設置によるＬＰＧ使用量の増加、電気
の排出係数の増加などがあり、基準年度比では、排出量で０．２％の増、原単位で６．３％の増に
なった。

5

ｔCO2

4,251

計画期間： 平成 23

工場等の名称

指標の状況

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

25

㎡ ㎡

関連数値(平成 25 達成率等年度)

）年度削減実績

113.6

㎡

（該当事業者のみ記入）

対象事業の名称

目標年度(平成 27

25（平成

83

基準年度(平成 22 平成 25

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

その他

その他

県内で
の取組

・熱管理委員会の委員長及び、省エネ法に基づくエネルギー管理士を中心としたエネルギー管理体制
で、年２回以上熱管理委員会を開催しエネルギーの使用状況の分析及び計画を検討する。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

【推進体制】

　 無

国立療養所邑久光明園 （２５年度実施分）・証明設備（病棟等）のＬＥＤへの更新（２２７台）

（今後実施予定分）・施設整備工事に伴い、更新築建物の照明設備にＬＥＤ
照明を採用、また受電設備は約１０００ＫＶＡの高効率トランスに更新予定

　 無

　 無


